
　全国のスポーツ推進委員が一堂に会し、スポーツ推進委員の目指す方向性や　　　　　　

地域スポーツの今日的な課題について研究協議を行い、スポーツ推進委員の資質　　　　

の向上を図るとともに、生涯スポーツの振興に資する。

              

　　　　　　　

第５７回全国スポーツ推進委員研究協議会福井県実行委員会

福井県　　鯖江市　　越前市

                        　　　　

〔第１日〕

　　〒916-0045 　鯖江市宮前2丁目7-1 　℡0778-21-3106

　　〒915-0096 　越前市瓜生町5-1-1

〔第２日〕

＜第１分科会＞ 越前市高瀬2-3-3

＜第２分科会＞

＜第３分科会＞

＜第４分科会＞

　　　14 １６

第５７回全国スポーツ推進委員研究協議会
福井大会開催要項

（金） 受付 分科会 閉会・解散

第２日   9 11

11/18日  30 　　30

　40

（木） 受  付 開会式
講　　　演 休　憩 シンポジウム

歓迎アトラクション 表彰式

11/17日 00       30 40 　　20

 15第１日 11 　12 　13

鯖江市文化センターホール（1,020席）

サンドーム福井　　＜開会式・表彰式、講演、シンポジウム＞

※会場割振りは今後変更する場合があります

越前市文化センター大ホール（1,062席）　 ℡0778-23-5057

８　日　程

℡0778-52-7430

℡0778-23-2020

℡0778-23-5057

武生商工会館パレットホール（400席）

鯖江市東鯖江3-7-1

１　趣　旨    

２　主　催    スポーツ庁　 公益社団法人全国スポーツ推進委員連合 　福井県スポーツ推進委員協議会

福井県教育委員会　 鯖江市教育委員会 　越前市教育委員会

３　主　管    

４　後　援　　

５　大会テーマ    スポーツ文化の醸成と地方創生に向けて

越前市塚町101

嚮陽会館
キョウヨウカイカン

多目的ホール（700席） 鯖江市桜町2-7-1

６　期　日    平成２８年１１月１７日(木）～１８日(金）

７　会　場    

今般、スポーツ基本法の理念を具現化するためスポーツ庁が設置され、また、２０２０年東京オリンピック・
パラリンピック競技大会の開催決定を契機として、我が国のスポーツに対する機運が益々高まってきております。
今後、「スポーツ立国の実現」を目指し、スポーツの価値や意義がより一層国民に浸透し、スポーツが生み出
す力により、コミュニティを構築し、活力ある地域社会になることが期待されています。

そこで、地域スポーツのコーディネーターであるスポーツ推進委員が、果たすべき新たな役割や活動の方向性

等について、全体会としてのシンポジウムをはじめ、４つの分科会で研究協議を行います。



（１）スポーツ推進委員

（２）都道府県・市（区）町村生涯スポーツ担当者

（３）その他スポーツ関係者等

　 　（１）講演
演　題 「　スポーツに学ぶコミュニケーション　」

　～元気・活気・勇気を与えるトーク術～　

講　師 岩﨑　由純　氏

　 　（２）シンポジウム
テーマ スポーツがもたらす明るく元気な未来への創造

柳沢　和雄 氏
シンポジスト 山本　理人 氏

松岡　宏高 氏
阿部　正幸 氏
園山　和夫 氏

　 　（３）分科会
□　第1分科会 （越前市文化センター大ホール）

テーマ 　 地域住民のニーズに応じた魅力あるスポーツクラブを目指して
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

発表者

□　第２分科会 （鯖江市文化センターホール）
テーマ 生涯現役社会の実現に向けたスポーツ推進委員の役割

～スポーツの力で健康長寿社会の実現～
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

発表者

□　第３分科会 （武生商工会館パレットホール）
テーマ 障害者と垣根を越えたスポーツライフ

～地域住民がともに楽しめるスポーツ環境～
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

発表者

□　第４分科会 （嚮陽会館多目的ホール）
テーマ 新たなスポーツの普及・促進とスポーツ推進委員の役割

～ニュースポーツを生かしたスポーツ人口の拡大～
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

発表者

　　この事業は、公益財団法人スポーツ安全協会スポーツ普及奨励助成事業の助成金を受け
て実施しています。
　　大会参加申込状況により、分科会の会場を変更する場合があります。

　

事例発表② （愛知県・NPO法人朝日丘スポーツクラブ　事務局長）

山本　理人 (北海道教育大学岩見沢校　教授）

１１　その他

（早稲田大学スポーツ科学学術院　教授）

（一般社団法人　東京都スポーツ推進委員協議会　顧問）

（公益社団法人　全国スポーツ推進委員連合　専務理事）

松岡　宏高

阿部　正幸

事例発表①

９　対象　　

10　内　容

（日本ペップトーク普及協会　会長、日本コアコンディショニング協会　会長）

（筑波大学体育系　教授）

(北海道教育大学岩見沢校　教授）

コーディネーター

（早稲田大学スポーツ科学学術院　教授）

事例発表① 山本　進 （福井県・鯖江市役所健康福祉部健康課課長補佐　理学療法士）

事例発表③ 四谷　憲夫 （福井県・NPO法人せいきコミュニティースポーツクラブ　ゼネラルマネジャー）

（新潟県障害者スポーツ協会　業務執行担当理事）

三田　博司

（新潟県・NPO法人希楽々　ゼネラルマネジャー）

事例発表②

長岡　雅美 （武庫川女子大学短期大学部　准教授）事例発表③

長谷川つち代 （兵庫県・福崎町スポーツ推進委員会　副委員長）

渡辺　優子

（福井県・福井市スポーツ推進委員協議会　副会長）　

園山　和夫

事例発表②

篠原　徳弘

（一般社団法人　東京都スポーツ推進委員協議会　顧問）

事例発表① 片岡　優世 （高知県・一般社団法人　Ｕプロジェクト　代表）

事例発表② 丸田　徹

（福岡県・福岡市スポーツ推進委員協議会　南区委員長）

事例発表③

澤田　智洋 （世界ゆるスポーツ協会　代表）

事例発表③ 山本　博一 （滋賀県・野洲市スポーツ推進委員協議会　会長）

（公益社団法人　全国スポーツ推進委員連合　専務理事）

事例発表①

三反崎　康子


